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A)情報システム WG 

1 目的 

本講義では、建築学科３年次の自由選択科目として行っている。この演習では、最新の３次元

CAD(Computer Aided Design)や構造解析ソフト、環境解析ソフト、その他デジタルツールを用い、１．

建築の成り立ち(空間構成要素と構造要素の関係)、２．建物の工学的特性(構造や光・熱環境)と建築デ

ザインの関係の２点を学習することを主な目的とする。また、デジタルツールを用いた建築空間の検

討や設計案を表現・伝達するプレゼンテーションなど、建築設計で有用な手法についても学習する。 

2 使用するデジタルツール 

  講義で学習するのは主として次の 4つのデジタルツールである。 

2.1 Revit Architecture 2013: モデリング、レンダリング 

CAD 図面と３D モデルが一体となった(連動する)データを作成でき
る。図面、立体どちらでも入力・編集が可能である。いつでも最新の設
計案がパースで視覚化できる。また、建築部材３次元形状に様々なデー
タ(部材種類、素材、体積、コストなど)を関連付けて記録できるため、
設計から施工、維持管理まで、様々な段階でデータを利用できる。 

2.2 Ecotect Analysis 2012: 環境解析 

部屋のボリュームを３次元で入力し素材特性を定義すると、四季を
通じた室内熱負荷や照度(人工+自然光)が計算され、グラフィカルに表示
される。また、講義では扱わないが、音響の解析ができる。 

 
 
 

2.3 MIDAS/Gen: 構造解析 

柱梁壁床からなる構造対の応力解析や断面算定ができる。構造体を
３次元で入力し、部材寸法や接合条件、床荷重などを定義すると、応
力分布や変形量などが計算され、グラフィカルに表示される。 

 
 

2.4 Design Community: 情報交換のための Webページ 

インターネットに接続したパソコンがあればどこからでも、CAD デー
タや画像ファイルなどを Web ページに掲示できる。また、掲示画像に文
章を書き込み、討論することも可能。 

3 実習支援 

本講義では、前節で述べたソフトウェアを利用し、設計を行っていく。受講する学生の殆どはコンピュー

タでの CAD 設計経験がないため、進捗に応じて指導を行っている。また、PC を使った講義では PC のトラ

ブルが生じた際に講義の進行の妨げになってしまう。そのため、PCのトラブルが生じた際は速やかに復旧で

きることが重要であると考える。 
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